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国
の
省
庁
に
お
け
る
文
書
管
理

事
務
で
は
、
情
報
の
隠
ぺ
い
、

公
文
書
改
ざ
ん
、
デ
ー
タ
の
ね
つ
造

な
ど
と
疑
わ
れ
る
状
況
が
報
道
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
の
公
文
書
、
電
子

化
さ
れ
た
文
書
は
ど
の
よ
う
に
管
理

し
て
い
る
か
。

行
政
文
書
管
理
規
程
で
、
紙
文

書
、
電
子
化
さ
れ
た
公
文
書
の

整
理
、
保
管
を
適
正
に
管
理
し
て
き

た
。
今
後
も
公
文
書
は
「
国
民
共
有

の
知
的
資
源
」
を
肝
に
銘
じ
、
職
務

を
遂
行
し
て
い
く
。

問答

大関嘉一
（市民創風）

公
文
書
・
デ
ー
タ
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　管
理
は

国
の
補
正
予
算
で
小
中
学
校
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
創
設
さ
れ

た
。
補
助
率
が
高
い
の
で
可
能
な
限

り
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

小
中
学
校
全
体
に
お
け
る
設
置

率
は
２５
％
で
あ
る
。
今
後
は
熱

中
症
対
策
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に

普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
順

次
進
め
て
い
く
。

問答 小
中
学
校
に

　
　
　エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

佐々木隆一
（日本共産党）

介
護
事
故
に
つ
い
て
は
、
県
が

定
め
る
「
介
護
保
険
事
業
者
に

お
け
る
事
故
報
告
の
取
り
扱
い
要
領
」

で
速
や
か
に
身
元
引
受
人
、
県
地
域
振

興
局
、
保
険
者
で
あ
る
本
荘
由
利
広
域

市
町
村
圏
組
合
に
報
告
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

　
平
成
２９
年
度
は
、
合
わ
せ
て
４４
件

の
事
故
が
発
生
し
て
い
る
が
、
各
事

業
所
内
だ
け
で
事
故
を
完
結
さ
せ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
報
告
義
務
を
周

知
徹
底
す
る
。

答

各
年
度
の
自
治
体
の
設
計
図
と

も
い
う
べ
き
予
算
編
成
は
、
市

総
合
計
画
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
限
ら
れ
た

財
源
を
い
か
に
有
効
適
切
に
使
う
か

が
重
要
で
あ
る
が
、
来
年
度
の
予
算

編
成
に
対
す
る
考
え
方
は
。

来
年
度
は
、
予
算
規
模
に
し

て
１５
億
円
ほ
ど
の
縮
小
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
羽
後
本
荘
駅
周
辺
の
整
備
事
業
等

社
会
資
本
整
備
、
市
民
生
活
の
安
定

に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、

新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
後
期
実
施
計
画

と
、
財
政
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
。

問答 来
年
度
予
算
編
成
に
対
す
る

　
　
　
　
　市
の
考
え
方
は

森
子
大
物
忌
神
社
で
国
登
録
有

形
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
の
は

本
殿
、
拝
殿
、
幣
殿
の
み
で
、
十
二
神
将

は
市
の
指
定
に
も
な
っ
て
い
な
い
た

め
、
ま
ず
は
市
有
形
文
化
財
に
指
定
し
、

保
護
活
動
を
始
め
る
べ
き
と
思
う
が
。

江
戸
時
代
も
の
と
し
て
１２
体
全

て
揃
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
例

は
県
内
で
も
数
少
な
く
、
県
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
平
成
２２
年
度
に
記
録
作
成

の
台
帳
整
備
を
行
っ
た
。

　
文
化
財
の
指
定
に
は
詳
細
な
調
査
が

必
要
で
あ
る
が
、
県
の
教
育
委
員
会
で

も
年
次
計
画
で
神
仏
像
調
査
を
し
て
い

る
た
め
、
県
と
連
携
、
協
力
し
て
調
査

を
行
い
、
指
定
に
向
け
て
取
り
組
む
。

問答 森
子
大
物
忌
神
社

　
　「
十
二
神
将
」
保
護
は

介
護
現
場
で
事
故
が
発
生
し
た

場
合
、
事
業
者
や
施
設
は
そ
の

詳
細
を
関
係
機
関
に
届
け
出
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
市
で

問 老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る

　
　
　
　
　事
故
に
つ
い
て

は
報
告
基
準
や
手
順
が
定
め
ら
れ
て

い
る
か
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ

り
ほ
ぼ
全
域
で
停
電
す
る
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
発
生
し
、
道
民
の

生
活
と
営
業
に
大
き
な
被
害
が
出
た
。

北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
か
ら
の
教

訓
は
。

局
地
的
な
地
震
な
ど
で
県
内
の

火
力
発
電
所
が
停
止
し
て
も
他

の
発
電
所
の
出
力
を
上
げ
カ
バ
ー
で

き
る
た
め
、
全
域
で
の
長
時
間
停
電

は
起
こ
り
に
く
い
。
市
で
は
、
こ
れ

ま
で
東
北
電
力
と
災
害
時
に
お
け
る

協
定
を
締
結
し
て
お
り
協
力
体
制
を

構
築
し
て
い
る
。

問

答

北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

　（
全
道
停
電
）
の
教
訓
は

２件の工事請負契約変更

問 　市道猿倉花立線災害防除工事の変更内容は。

答 　工事の進捗状況や今後の施工可能日数か

ら、盛土量の見直しを行ったところ、盛土工

事が減工となる。また、今後天候の状況を見

ながら盛土を実施し、盛土量の確定後に追加

資材調達のため、工期を延長するものである。

　工事の進捗状況などにより契約内容を変更し
ました。

着 と々進む市道猿倉花立線復旧工事

都道府県議会議員及び
市区町村議会議員
総務大臣感謝状贈呈

　２０年以上の長きに

渡り、地方自治行政に

貢献されたとして佐藤

勇議員が秋田県知事よ

り表彰状を授与されま

した。

秋田県地方自治
功労者表彰

　３５年以上の長きに

渡り、地方自治の発展

に顕著な功労があった

として、三浦秀雄議員

が総務大臣より感謝状

を贈呈されました。

三
浦
秀
雄
議
員

佐
藤

　　勇
議
員

問

答 　工事が終盤となり、施工数量が確定したこ

とに伴い、
ひのとがわ

丁川の護岸工事において延長が減

工となるものである。また、６～８月の大雨や

出水により、不測の日数を要したことに伴い、

工期を延長するものである。

　一級市道水無線（真人橋）橋梁災害復旧工事

の変更内容は。

ま　 と　 ばし   

建

し
ん
し
ょ
う

い

ぶ

り

収穫作業に励む新規就農者

新規就農者への資金交付

問 　農業次世代人材投資事業費補助金の内容と交

付状況は。

答 　新規就農者の経営が軌道に乗るまでの間、年

間最大１５０万円（夫婦で始める場合は２２５万

円）を５年間交付する制度である。

　今年度は継続として個人９件、夫婦２件に交

付しており、新規に個人２人が交付要件を満たし

たことから半年分となる７５万円の２人分、１５０

万円を増額補正した。

　農業次世代人材投資事業費補助金１５０万円を
追加しました。 産

問 　防火対策が不備な施設の公表か。

答 　違反対象物に係る公表制度の開始に伴い、

規定に違反する場合公表できる。

　平成３２年４月１日から施行する。

　消防施設等の規定違反の防火対象物を公表で
きるようになります。

火災予防条例改正

総

苫東厚真火力発電所の全景
（写真提供：北海道電力ＨＰより）

ここが聞きたい
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佐々木茂
（市民創風）

本
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

観
光
地
の
紹
介
「
四
季
彩
」
と

体
験
メ
ニ
ュ
ー
紹
介
の
「
ゆ
り
ほ
ん
」

の
２
種
類
が
あ
り
、
年
平
均
１
万
５
千

部
を
印
刷
し
て
い
る
。
市
内
で
は
観

光
案
内
所
や
道
の
駅
な
ど
の
観
光
施

設
に
、市
外
で
は
秋
田
空
港
や
秋
田
駅
、

に
か
ほ
っ
と
な
ど
に
設
置
し
て
お
り
、

ま
た
外
国
人
観
光
客
向
け
に
、
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
の
３
種
類
を
作
成

し
て
い
る
。

　
今
後
は
市
外
の
道
の
駅
や
観
光
施

設
な
ど
に
も
設
置
を
依
頼
し
、
よ
り

広
く
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
市
内
の

施
設
や
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
観
光

客
に
Ｐ
Ｒ
し
、
広
範
囲
に
誘
客
す
る

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　
　設
置
場
所
は

問

答

観
光
客
の
誘
客
に
力
を
入
れ
、

消
費
を
増
し
、
雇
用
も
生
む

「
将
来
に
希
望
が
持
て
る
地
域
の
創

出
」
に
つ
な
げ
て
は
。

今
年
度
は
台
湾
か
ら
千
人
を
超

え
る
方
が
訪
れ
る
見
込
み
で
あ

り
、
ま
た
今
年
（
平
成
３０
年
）
タ
イ

王
国
の
学
校
を
訪
問
し
理
事
長
に
教

育
旅
行
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
本
市

の
学
校
と
相
互
交
流
の
「
覚
書
」
を

来
年
度
結
ぶ
事
と
し
た
。
広
域
的
な

観
光
誘
客
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域

の
活
性
化
に
努
め
る
。

三浦秀雄
（高志会）

問

由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
を
核
と
し

て
活
発
な
誘
致
活
動
を
望
む

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
状
況
は
。

問

答

ハ
ン
ガ
リ
ー
駐
日
大
使
の
案
内

で
大
使
館
を
訪
問
し
、
「
ハ
ン

ガ
リ
ー
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員

会
」
の
方
々
に
会
い
お
願
い
し
た
。

ア
リ
ー
ナ
を
高
く
評
価
し
、
帰
国
後

各
競
技
団
体
と
検
討
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
た
。

答

国
内
外
か
ら
観
光
客
を

　誘
客
し
地
域
の
活
性
化
を

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
は
、
税

収
や
関
連
産
業
の
創
出
、
人
材

の
需
要
な
ど
雇
用
に
も
つ
な
が
る
と

言
わ
れ
て
き
た
が
現
状
は
ど
う
か
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
固
定
資
産
税

収
入
、
土
地
の
売
買
や
借
地

問答

問答

風
力
と
太
陽
光
発
電
施
設
の

本
市
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と

　
　
　
　
　
　デ
メ
リ
ッ
ト

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

　パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
の

　
　
　合
宿
誘
致
の
状
況
は

料
収
入
に
よ
る
地
権
者
の
収
入
増
、

土
木
工
事
・
部
品
供
給
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
な
ど
新
た
な
産
業
創
出
と
雇
用

創
出
、
風
力
発
電
に
関
し
て
は
事
業

者
に
よ
る
基
金
を
活
用
し
た
地
域
振

興
施
策
、
視
察
や
観
光
客
増
加
に
伴

う
商
業
施
設
の
活
性
化
な
ど
で
あ
る
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
騒
音
、
シ
ャ
ド

ー
フ
リ
ッ
カ
ー
、
森
林
伐
採
、
バ
ー

ド
ス
ト
ラ
イ
ク
、
健
康
や
自
然
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
る
ほ
か
、
景
観
の

変
化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

秋
田
県
の
県
土
の
約
４
割
を
占

め
る
民
有
林
の
８
割
は
私
有
林

で
あ
る
が
、
零
細
な
た
め
放
置
さ
れ

て
い
る
人
工
林
を
「
森
林
バ
ン
ク
制

度
」
の
開
始
に
当
た
り
市
は
ど
う
対

応
す
る
の
か
。

「
森
林
バ
ン
ク
制
度
」
へ
の

　
　
　
　
　
　市
の
対
応
は

市
で
は
来
年
度
か
ら
森
林
所
有

者
の
意
向
調
査
を
実
施
し
て
い

く
。
こ
の
調
査
に
よ
り
市
が
経
営
管

理
を
受
託
す
る
森
林
に
つ
い
て
は

「
経
営
管
理
権
集
積
計
画
」
を
作
成

し
、
林
業
経
営
に
適
し
た
森
林
は
意

欲
の
あ
る
林
業
経
営
者
に
「
経
営
管

理
実
施
権
」
を
設
定
し
再
委
託
を
行

う
。
な
お
、
林
業
経
営
に
適
さ
な
い

森
林
は
市
が
直
接
管
理
し
て
い
く
。

本市の観光パンフレット

※渡部議長は、採決に加わりません。 
※採決で賛否が分かれた案件を掲載しています。
※社民党：社会民主党　共産党：日本共産党
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媒
体
と
し
て
有
効
で
あ
る
が
、
設
置

場
所
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

●青少年交流施設条例の一部改正
　　指定管理者制度の導入に向け、条例の一部を
　改正するもの。
●武道館条例の一部改正
　　本荘格技場の用途廃止に伴い、条例の一部を
　改正するもの。
●議会議員及び市長の選挙における選挙運動に要
　する費用の公費負担に関する条例の一部改正
　　公職選挙法の一部改正に伴い、条例の一部を
　改正するもの。

契約案件（主なもの）

◆北部学校給食センター建設工事請負契約

　契約金額：９億１４１１万２千円

　契約の相手方：村岡・伊藤建友・塚本特定建設

　　　　　　　　工事協同企業体

条例関係（主なもの）

請願・陳情結果

採　　択

継続審査

　採択された陳情第１１号は、「意見書」として衆議院議長、参議院議長、内閣
総理大臣、財務大臣、厚生労働大臣に提出されております。

○陳情第１１号
　介護保険制度の改善、介護従事者の処遇改善等
　を国に求める意見書提出についての陳情
　　秋田県社会保障推進協議会　会長　渡辺　　淳

不 採 択

○請願第３号
　消費税増税中止を求める意見書提出についての
　請願
　　農民運動秋田県連合会　委員長　鈴木万喜夫
　　　　　　　　　　　　紹介議員　佐々木隆一
○陳情第９号
　全国を適用地域とした看護師の特定最低賃金の
　新設を国に求める意見書提出についての陳情
　　秋田県医療労働組合連合会

執行委員長　渋谷　　一
○陳情第１０号
　７５歳以上の後期高齢者医療自己負担を２割にし
　ないことを国に求める意見書提出についての陳情
　　秋田県社会保障推進協議会　会長　渡辺　　淳
　　全日本年金者組合秋田県本部

執行委員長　大坂谷邦雄
○継続審査中の陳情第３号
　臓器移植の環境整備を求める意見書提出につい
　ての陳情
　　移植ツーリズムを考える会　理事　井田　敏美

○陳情第６号
　食糧の安全・安心を図るための農産物検査法の抜
　本的見直し等を求める意見書提出についての陳情
　　生き物共生農業を進める会　代表　今野　茂樹
　　美しい八郎湖を次代に残す会　代表　桑原　秀夫
　　有限会社ライスランド大潟　代表　山田　隆介

趣旨採択

○陳情第７号
　安全・安心の医療・介護の実現、夜勤改善と大
　幅増員を求める意見書提出についての陳情
　　秋田県医療労働組合連合会

執行委員長　渋谷　　一
○陳情第８号
　介護労働者の労働環境及び処遇の改善を求める
　意見書提出についての陳情
　　秋田県医療労働組合連合会

執行委員長　渋谷　　一

○：賛成　×：反対　欠：欠席



ここが聞きたい
一 般 質 問

風
力
発
電
施
設
の
健
康
被
害
に

つ
い
て
。

低
周
波
や
騒
音
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
に
対
し
そ
の
都
度
連

絡
し
、
健
康
へ
の
影
響
を
心
配
す
る

住
民
の
声
が
あ
れ
ば
事
業
者
に
伝
え
、

適
切
な
対
応
を
求
め
て
い
く
。

風
力
発
電
施
設
の
建
設
物
撤

去
の
条
件
と
今
後
の
市
の
関

与
は
。

障
が
い
者
数
と
障
が
い
別
の
雇

用
状
況
と
今
後
の
施
策
は
。

風
力
発
電
施
設
を
建
設
す
る

場
合
、
そ
の
多
く
が
地
上
権

な
ど
を
設
定
し
借
地
し
て
い
る
が
、

返
還
す
る
際
は
、
民
法
上
の
原
状
復

帰
義
務
が
あ
り
、
撤
去
費
用
の
積
立

な
ど
厳
し
く
事
業
計
画
が
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
想
定
外
の
大
規
模
な
自
然

災
害
な
ど
不
測
の
事
態
に
お
い
て

は
、
事
業
撤
退
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
際
は
、
事
業
者
の
責

任
に
お
い
て
法
に
基
づ
き
、
必
要
な

障
害
者
手
帳
の
交
付
状
況
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
３
９
８
５

人
、
療
育
手
帳
７
１
６
人
、
精
神
保

健
福
祉
手
帳
３
８
６
人
で
、
に
か
ほ

市
を
含
む
障
が
い
別
雇
用
状
況
は
、

身
体
障
が
い
１
１
６
人
、
知
的
障
が

い
１
３
０
人
、
精
神
障
が
い
７２
人
、

そ
の
他
１２
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
１
人
で
も
多
く
の

方
が
雇
用
さ
れ
る
よ
う
、
職
場
環
境

や
勤
務
条
件
の
整
備
な
ど
、
関
係
機

関
や
事
業
所
へ
働
き
か
け
て
い
く
。

障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て

観
光
地
と
新
し
い
誘
客
施
設
を

ど
の
よ
う
に
し
て
つ
な
ぐ
か
。

市
で
は
県
内
外
に
周
遊
観
光
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
が
、「
鳥

海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」「
ナ
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
」
な
ど
、
複
数
の
観
光

資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
プ
ラ

ン
も
提
案

し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、

周
辺
市
町

と
の
連
携

に
よ
る
周

遊
観
光
の

促
進
に
努

め
て
い
く
。

新
規
工
業
団
地
造
成
計
画
は
な

い
か
。

１１
月
２０
日
に
県
知
事
に
対
し
て

現
在
の
工
業
団
地
の
向
か
い

と
隣
を
予
定
地
と
し
た
「
新
た
な
県

営
工
業
団
地
の
整
備
」
に
関
す
る
要

望
書
を
直
接
提
出
し
た
。

　
今
後
も
県
と
持
続
的
に
連
携
を
図

り
、
早
期
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
は

新
規
工
業
団
地
造
成
は

にぎわいの創出に向けた取り組みは

健康被害が心配される
風車群（本荘浜）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
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問答問答

問答

問

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
発
効
へ
の
対
策
と
今

後
の
農
業
プ
ラ
ン
は
。

農
業
振
興
へ
の
取
り
組
み
は

問 答

国
・
県
の
各
種
制
度
を
積
極

的
に
活
用
し
な
が
ら
、
売
れ

る
米
作
り
の
推
進
を
は
じ
め
、
園
芸
・

答

問答

２
０
２
２
年
度
以
降
の
成
人
式

へ
の
対
応
は
。

　
国
で
は
、
成
人
年
齢
の
引

き
下
げ
に
伴
う
「
成
人
式
の

時
期
や
あ
り
か
た
」
に
つ
い
て
、
来

年
度
末
ま
で
に
検
討
状
況
を
ま
と
め

る
と
し
て
い
る
。

　
今
後
は
国
並
び
に
他
の
自
治
体
の
動

向
を
見
な
が
ら
、
対
象
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
や
高
校
な
ど
と
も
連
携
し
、
開
催

時
期
も
含
め
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

成
人
年
齢
改
正
へ
の
対
応
は

問答

１．農林業について

２．福祉エリアへのアクセスについて

３．本市が発行する観光等パンフレットに

ついて

４．小中学校のいじめ問題について

6P 今野英元（社会民主党）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

１２月定例会では、７人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．由利本荘市の風力発電事業

２．保育園民営化後の子育て支援について

7P 阿部十全（無所属）
１．再生可能エネルギーについて

２．障がい者施策について

３．少子化対策について

7P 佐藤健司（高志会）
１．にぎわいの創出に向けた取り組みにつ

いて

２．農業振興策について

３．新規工業団地造成計画について

４．第三セクターについて

５．鳥海ダムの建設に係る付替道路整備に

ついて

６．国道１０８号「玉ノ池交差点」の適切な

安全確保について

７．成人年齢改正法への対応について

8P 佐々木茂（市民創風）

１．将来に希望が持てるまちづくりについて

２．環境に配慮した新エネルギーの導入につ

いて

３．教育委員会関係について

8P 三浦秀雄（高志会）
9P 佐々木隆一（日本共産党）

１．災害対策は万全に

２．公文書管理・データ管理のあり方につ

いて

３．消費税の１０％増税は中止すべき

４．障がい者雇用率水増しについて

５．受動喫煙防止対策について

６.「水産改革」法案について

７．教育振興について

9P

9P 大関嘉一（市民創風）
１．来年度予算編成に対する市の考え方は

２.職員の意識改革に対する市の考え方は

３.老人福祉施設における事故について

４.小中学校のエアコン設置について

５.側弯症診断とモアレ検査についての考え

方は

６．森子大物忌神社１２神将保護について

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

今野英元
（社会民主党）

騒
音
に
つ
い
て
は
、
本
事
業
と

同
規
模
の
海
外
の
事
例
な
ど
を

参
考
に
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
説
明

を
事
業
者
に
求
め
る
。

答

指
針
、
測
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

健
康
被
害
等
が
あ
っ
た
場
合
、

市
も
測
定
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い

る
。
そ
の
体
制
は
あ
る
の
か
。

市
と
し
て
は
、
風
力
発
電
施
設

か
ら
の
騒
音
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
対
応
と
同
様
に
、
住
民
の

声
を
事
業
者
に
伝
え
、
適
切
な
配
慮

を
求
め
て
い
く
。

問答 市
も
風
車
騒
音
の
測
定
を

民
営
化
で
市
の
財
源
は
ど
れ
く

ら
い
節
約
さ
れ
た
の
か
。
そ
し

て
、
ど
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
事
業
に

使
わ
れ
た
の
か
。

民
営
化
後
の
平
成
２９
年
度
の
保

育
園
費
決
算
額
で
は
１
億
２
９

０
０
万
円
余
り
の
節
約
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
節
約
分
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
「
第
二
子
か
ら
の
保
育
料
無
料
制

度
」
や
「
第
三
子
出
生
世
帯
へ
の
乳
幼

児
用
品
購
入
費
補
助
」
な
ど
に
全
額
充

当
し
て
い
る
。

問答 保
育
園
民
営
化
後
の

　
　
　
　
　
　
子
育
て
支
援

（
株
）
レ
ノ
バ
は
超
低
周
波
音

の
デ
ー
タ
に
１
５
０
０
㌗
の
風

車
の
例
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
、
で
た
ら
め
で
は

な
い
か
。

問

海
外
の
事
例
を
参
考
に
、
実
情

に
沿
っ
た
説
明
を
事
業
者
に
求

め
る
。
答

１１
月
８
日
、
１２
月
４
日
の
説
明

会
で
も
１
５
０
０
㌗
の
デ
ー
タ

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
事
業
者
の
モ

ラ
ル
を
疑
う
が
。

問 最
大
９
５
０
０
㌗
の

風
力
発
電
機
に
１
５
０
０
㌗
の

風
車
の
デ
ー
タ
を
使
う
の
は

住
民
を
だ
ま
す
も
の
で
は
な
い
か

阿部十全
（無所属）

佐藤健司
（高志会）

未来につながる
まちづくりのために

畜
産
の
効
率
的
な
生
産
体
制
の
構
築

を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
農
産
物
の
輸
出
促
進
な

ど
の
販
路
拡
大
や
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
な
ど

を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

な
ど
も
支
援
し
て
い
く
。

届
出
や
関
係
者
と
の
手
続
き
が
な
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

交付されている障害者手帳

ここが聞きたい
一 般 質 問

風
力
発
電
施
設
の
健
康
被
害
に

つ
い
て
。

低
周
波
や
騒
音
に
つ
い
て
は
、

事
業
者
に
対
し
そ
の
都
度
連

絡
し
、
健
康
へ
の
影
響
を
心
配
す
る

住
民
の
声
が
あ
れ
ば
事
業
者
に
伝
え
、

適
切
な
対
応
を
求
め
て
い
く
。

風
力
発
電
施
設
の
建
設
物
撤

去
の
条
件
と
今
後
の
市
の
関

与
は
。

障
が
い
者
数
と
障
が
い
別
の
雇

用
状
況
と
今
後
の
施
策
は
。

風
力
発
電
施
設
を
建
設
す
る

場
合
、
そ
の
多
く
が
地
上
権

な
ど
を
設
定
し
借
地
し
て
い
る
が
、

返
還
す
る
際
は
、
民
法
上
の
原
状
復

帰
義
務
が
あ
り
、
撤
去
費
用
の
積
立

な
ど
厳
し
く
事
業
計
画
が
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
想
定
外
の
大
規
模
な
自
然

災
害
な
ど
不
測
の
事
態
に
お
い
て

は
、
事
業
撤
退
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
そ
の
際
は
、
事
業
者
の
責

任
に
お
い
て
法
に
基
づ
き
、
必
要
な

障
害
者
手
帳
の
交
付
状
況
は
、

身
体
障
害
者
手
帳
３
９
８
５

人
、
療
育
手
帳
７
１
６
人
、
精
神
保

健
福
祉
手
帳
３
８
６
人
で
、
に
か
ほ

市
を
含
む
障
が
い
別
雇
用
状
況
は
、

身
体
障
が
い
１
１
６
人
、
知
的
障
が

い
１
３
０
人
、
精
神
障
が
い
７２
人
、

そ
の
他
１２
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
１
人
で
も
多
く
の

方
が
雇
用
さ
れ
る
よ
う
、
職
場
環
境

や
勤
務
条
件
の
整
備
な
ど
、
関
係
機

関
や
事
業
所
へ
働
き
か
け
て
い
く
。

障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て

観
光
地
と
新
し
い
誘
客
施
設
を

ど
の
よ
う
に
し
て
つ
な
ぐ
か
。

市
で
は
県
内
外
に
周
遊
観
光
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
が
、「
鳥

海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」「
ナ
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
」
な
ど
、
複
数
の
観
光

資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
新
し
い
プ
ラ

ン
も
提
案

し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、

周
辺
市
町

と
の
連
携

に
よ
る
周

遊
観
光
の

促
進
に
努

め
て
い
く
。

新
規
工
業
団
地
造
成
計
画
は
な

い
か
。

１１
月
２０
日
に
県
知
事
に
対
し
て

現
在
の
工
業
団
地
の
向
か
い

と
隣
を
予
定
地
と
し
た
「
新
た
な
県

営
工
業
団
地
の
整
備
」
に
関
す
る
要

望
書
を
直
接
提
出
し
た
。

　
今
後
も
県
と
持
続
的
に
連
携
を
図

り
、
早
期
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
は

新
規
工
業
団
地
造
成
は

にぎわいの創出に向けた取り組みは

健康被害が心配される
風車群（本荘浜）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て
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問答問答

問答

問

Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
発
効
へ
の
対
策
と
今

後
の
農
業
プ
ラ
ン
は
。

農
業
振
興
へ
の
取
り
組
み
は

問 答

国
・
県
の
各
種
制
度
を
積
極

的
に
活
用
し
な
が
ら
、
売
れ

る
米
作
り
の
推
進
を
は
じ
め
、
園
芸
・

答

問答

２
０
２
２
年
度
以
降
の
成
人
式

へ
の
対
応
は
。

　
国
で
は
、
成
人
年
齢
の
引

き
下
げ
に
伴
う
「
成
人
式
の

時
期
や
あ
り
か
た
」
に
つ
い
て
、
来

年
度
末
ま
で
に
検
討
状
況
を
ま
と
め

る
と
し
て
い
る
。

　
今
後
は
国
並
び
に
他
の
自
治
体
の
動

向
を
見
な
が
ら
、
対
象
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
や
高
校
な
ど
と
も
連
携
し
、
開
催

時
期
も
含
め
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

成
人
年
齢
改
正
へ
の
対
応
は

問答

１．農林業について

２．福祉エリアへのアクセスについて

３．本市が発行する観光等パンフレットに

ついて

４．小中学校のいじめ問題について

6P 今野英元（社会民主党）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

１２月定例会では、７人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．由利本荘市の風力発電事業

２．保育園民営化後の子育て支援について

7P 阿部十全（無所属）
１．再生可能エネルギーについて

２．障がい者施策について

３．少子化対策について

7P 佐藤健司（高志会）
１．にぎわいの創出に向けた取り組みにつ

いて

２．農業振興策について

３．新規工業団地造成計画について

４．第三セクターについて

５．鳥海ダムの建設に係る付替道路整備に

ついて

６．国道１０８号「玉ノ池交差点」の適切な

安全確保について

７．成人年齢改正法への対応について

8P 佐々木茂（市民創風）

１．将来に希望が持てるまちづくりについて

２．環境に配慮した新エネルギーの導入につ

いて

３．教育委員会関係について

8P 三浦秀雄（高志会）
9P 佐々木隆一（日本共産党）

１．災害対策は万全に

２．公文書管理・データ管理のあり方につ

いて

３．消費税の１０％増税は中止すべき

４．障がい者雇用率水増しについて

５．受動喫煙防止対策について

６.「水産改革」法案について

７．教育振興について

9P

9P 大関嘉一（市民創風）
１．来年度予算編成に対する市の考え方は

２.職員の意識改革に対する市の考え方は

３.老人福祉施設における事故について

４.小中学校のエアコン設置について

５.側弯症診断とモアレ検査についての考え

方は

６．森子大物忌神社１２神将保護について

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

今野英元
（社会民主党）

騒
音
に
つ
い
て
は
、
本
事
業
と

同
規
模
の
海
外
の
事
例
な
ど
を

参
考
に
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
説
明

を
事
業
者
に
求
め
る
。

答

指
針
、
測
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

健
康
被
害
等
が
あ
っ
た
場
合
、

市
も
測
定
を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い

る
。
そ
の
体
制
は
あ
る
の
か
。

市
と
し
て
は
、
風
力
発
電
施
設

か
ら
の
騒
音
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
対
応
と
同
様
に
、
住
民
の

声
を
事
業
者
に
伝
え
、
適
切
な
配
慮

を
求
め
て
い
く
。

問答 市
も
風
車
騒
音
の
測
定
を

民
営
化
で
市
の
財
源
は
ど
れ
く

ら
い
節
約
さ
れ
た
の
か
。
そ
し

て
、
ど
の
よ
う
な
子
育
て
支
援
事
業
に

使
わ
れ
た
の
か
。

民
営
化
後
の
平
成
２９
年
度
の
保

育
園
費
決
算
額
で
は
１
億
２
９

０
０
万
円
余
り
の
節
約
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
節
約
分
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
「
第
二
子
か
ら
の
保
育
料
無
料
制

度
」
や
「
第
三
子
出
生
世
帯
へ
の
乳
幼

児
用
品
購
入
費
補
助
」
な
ど
に
全
額
充

当
し
て
い
る
。

問答 保
育
園
民
営
化
後
の

　
　
　
　
　
　
子
育
て
支
援

（
株
）
レ
ノ
バ
は
超
低
周
波
音

の
デ
ー
タ
に
１
５
０
０
㌗
の
風

車
の
例
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
、
で
た
ら
め
で
は

な
い
か
。

問

海
外
の
事
例
を
参
考
に
、
実
情

に
沿
っ
た
説
明
を
事
業
者
に
求

め
る
。
答

１１
月
８
日
、
１２
月
４
日
の
説
明

会
で
も
１
５
０
０
㌗
の
デ
ー
タ

が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
事
業
者
の
モ

ラ
ル
を
疑
う
が
。

問 最
大
９
５
０
０
㌗
の

風
力
発
電
機
に
１
５
０
０
㌗
の

風
車
の
デ
ー
タ
を
使
う
の
は

住
民
を
だ
ま
す
も
の
で
は
な
い
か

阿部十全
（無所属）

佐藤健司
（高志会）

未来につながる
まちづくりのために

畜
産
の
効
率
的
な
生
産
体
制
の
構
築

を
総
合
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
農
産
物
の
輸
出
促
進
な

ど
の
販
路
拡
大
や
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
な
ど

を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

な
ど
も
支
援
し
て
い
く
。

届
出
や
関
係
者
と
の
手
続
き
が
な
さ

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

交付されている障害者手帳


